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研究成果の概要（和文）：スピノザの哲学はアカデミックな学派の形をとらず、いわば近現代哲

学の形成を貫く「虚軸」のように機能してきたのではないか。本研究はこうした仮説のもと、

スピノザの特異なプレゼンスを近代から現代にわたって浮き彫りにし、従来の哲学史の見直し

をも可能とする地歩を築くことができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The influence of Spinoza’s thought upon the development of modern 
philosophy has been brought to light by tracing his latent presence throughout the 
intellectual history in Europe from the eighteenth century up to today. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の哲学史研究は、ある哲学者の学説が
いかなる問題意識のもとで形成され、いかに
してある時代に支配力を持ち、どのように批
判と継承がなされていったかを問題にする。
われわれはデカルト、カント、ヘーゲルのよ
うな支配的な学説の批判・継承の歴史を考え
ることに慣れている。しかしこういう視点で
スピノザのインパクトを捉えることはでき
ないと研究代表者は久しく感じていた。そも
そも学説のアカデミックな継承・発展を言う
のが難しい。実際スピノザ学派というものは
形成されず大学でスピノザを講じることす
ら憚られる事態が西洋では久しく続いた。に

もかかわらず、近現代哲学の形成の重大な局
面でしばしばスピノザが引き合いに出され
るという事実がある。近現代哲学の形成を縦
断するスピノザのプレゼンスは、従来の学説
史的な手法ではうまく捉えられない。近現代
哲学史の全域にわたるスピノザのプレゼン
スを綿密に描き出した研究は内外ともにま
だない状態であった。 
 研究代表者は、スピノザ協会および大阪大
学の同僚たちと研究交流する中で、スピノザ
を一つの学説としてではなく、西洋の近現代
哲学形成に働いてきたひとつの特殊な影響
作用力として研究してみようというアイデ
アに逢着した。 
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２．研究の目的 
 西洋近現代哲学思想の形成にスピノザ思
想が与えた影響について、影響作用史的視 
点から明らかにする。「神即自然」の哲学者
スピノザ(1632-1677)の登場はヨーロッパを
震撼させ、彼の名はひとつの躓きとなった。
彼の著作は禁書となり、その後スピノザ学派
のようなものが大学の中で形成されること
もなかった。「スピノザ主義」という呼称は
学派の理念や方法を意味するよりは、むしろ
何らかの忌避と抵抗、あるいは畏怖を交えた
魅惑を伴うある種のアノマリーの符牒とし
て機能してきたのである。このようなスピノ
ザ哲学の特異な 影響作用力に注目し、近現
代哲学思想の形成史を縦断するいわば「虚の
軸」としてスピノザのプレゼンスを明らかに
する。これが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1)3年にわたって年に 2回、計 6回の公開研
究会ないしシンポジウムを開く。 
(2)加えて、2年目からは海外からの研究者を
招いて公開講演会を数回開く。 
(3)いずれについてもさまざまな研究会組織
との緊密な連携をはかり、「虚軸としてのス
ピノザ」という大テーマのもとに多くの研究
者を巻き込む一連のシリーズとして開催す
る。 
(4)特に最終年度の最後の研究会は公開シン
ポジウムとし、共同研究の存在を広く知らし
める。 
 
４．研究成果 
第 1回研究会「十七世紀とスピノザの傷痕」 
(スピノザ協会と共催、2010年 11月 27日（土） 
東京大学駒場キャンパス) ではスピノザと
同時代の哲学者マルブランシュ、ピエール・
ベール、ジョン・トーランドらのスピノザ論
駁を検討した。彼らの論駁はスピノザ哲学と
の格闘というよりはむしろ、神学政治論的論
争状況における自説の展開のための方便と
いう性格が強いことが明らかとなった。発表
は次のとおり：渡辺博之 マルブランシュの
スピノザ批判 ／三井吉俊 ピエール・ベー
ルのスピノザ反駁について ／大橋完太郎 
スピノザ哲学への唯物論的批判：ジョン・ ト
ーランド『セレナへの手紙』を中心に  
 
第 2回研究会「ライプニッツとスピノザ、十
八世紀へ」(日本ライプニッツ協会・スピノ
ザ協会との共催 011 年 3 月 5 日・6 日 大阪
大学文学部)ではライプニッツのスピノザ哲
学受容を検討した。初期思想形成におけるス
ピノザ哲学への傾倒と離反という強いアン
ビバレンツが明らかとなった。キリスト教護
教論というイデオロギー的対立にとどまら

ない形而上学上の深刻な対決をライプニッ
ツが強いられていたことが浮かび上がって
きた。発表と提題は次のとおり：清水洋貴 
ライプニッツとスピノザの接触と分岐―「観
念」をめぐって― ／橋本由美子 ライプニッ
ツにおける所有―ドゥルーズ 『襞』に定位
して ／町田一 ライプニッツの聖書解釈論 
／ 松田毅 ライプニッツはスピノザと出会
う前からライプニッツだったのか ／鈴木泉 
ライプニッツはスピノザ哲学の何に惹かれ、
何を恐れたのか？  
 
第３回研究会「ドイツ古典哲学におけるスピ
ノザ問題」 (スピノザ協会と共催、2011年 7
月 16日大阪大学豊中キャンパス)では、神学
者からの合理主義批判をかわすためのヴォ
ルフによるスピノザ批判、シェリングによる
スピノザ的実体の「自我」化、ヘーゲルによ
るその「主体」化の過程が明らかにされ、ス
ピノザに対するドイツ古典哲学の拒絶と憧
憬がないまぜとなったアンビバレントなス
タンスが具体的に見えてきた。スピノザにお
ける論理的冷徹への違和、弁証法的な自己関
係性や否定性の不在への違和がドイツ古典
哲学を大きく規定し限界づけていることが
確認された。発表は次のとおり：平尾昌宏 
クリスチャン・ヴォルフのスピノザ主義理解
／松山壽一 自由と必然またはシェリング
とスピノザ ／ 栗原隆 スピノザにおける
無限性とヘーゲルにおける「自己関係」。 
 
第４・５回研究会として Wiep van Bunge 教
授（ロッテルダム）を招き講演と討議を行な
った（スピノザ協会・哲学会との共催、2011
年 10 月 8 日大阪大学豊中キャンパス、10 月
10 日東京大学本郷キャンパス）。講演題目は
「スピノザとコレギアント」、「スピノザとオ
ランダ」。スピノザの民主的発想の背景とな
ったコレギアント運動、およびオランダにと
ってのスピノザの歴史的意義について貴重
な知見を得た。 
 
第６・７回研究会として Han van Ruler教授
（ロッテルダム）を招き講演と討議を行なっ
た（スピノザ協会と共催、2012 年 2 月 29 日
東京大学駒場キャンパス、3月 10日大阪大学
豊中キャンパス）。発表題目は「恩寵か徳か？
─カルヴァン派デカルト主義の観点から見
るスピノザの『エチカ』」、「スアレスを装っ
て─スコラ哲学の実体論とスピノザの神」。
スピノザ哲学の意外に宗教的な側面が明ら
かにされた。 
 
第８回研究会「現代思想のトラウマとしての
スピノザ」（5月 19日・20日大阪大学）では、
現代思想のスピノザに対する緊張関係が思
想家に即して明らかとなった。発表は次の通



り：佐藤貴史 ローゼンツヴァイクの〈新し
い思考〉とスピノザ／細見和之 スピノザの
「自己保存」と『啓蒙の弁証法』／ 古荘真
敬 ハイデガーとスピノザ─近さと遠さ／
合田正人 二つのエチカ？─レヴィナスの
スピノザ解釈とその諸問題。 
 
第９回研究会ザントカウレン教授講演会（11
月 4日大阪大学）。「ヤコービの「スピノザと
アンチ・スピノザ」」。スピノザ哲学の本質を
受け止めながらもアンチを唱える、ヤコービ
の逆説的な立場が問題となった。 
 
第１０回研究会「カントにおけるスピノザ問
題」（11月 24日大阪大学）では、超越論的哲
学はスピノザ主義であるという文言につい
て討議がなされた。言及される「超越論的哲
学」がカント自身のそれを指すのか否かにつ
いては係争問題として残った。発表は次の通
り：福谷茂「カントにおけるスピノザ問題」・
加藤泰史（コメンテーター）。 
 
総括シンポジウム「近現代哲学の虚軸として
のスピノザ」（11月 25日大阪大学）では、ス
ピノザ受容におけるライプニッツの介在の
重要性があらためて確認された。シンポジウ
ムの構成は次の通り：【導入】上野修 スピ
ノザあるいは石像の招待／【第一部】十七世
紀と現代─ライプニッツ=スピノザ問題の射
程─現代哲学思想とスピノザの影：松田毅 
ライプニッツ・スピノザ関係再考 ?世界の不
透明性をめぐって／須藤訓任 西洋近代思
想の裏潮流の源泉としてのスピノサ／高木
久夫 中世の葛藤と近代の偏見?ユダヤ思想
におけるスピノザ受容／合田正 人 レヴィ
ナスとスピノザ」（書面参加）。【第二部】ド
イツ観念論─汎神論論争とその後：栗原隆 
スピノザにおける無限性と ヘーゲルにおけ
る自己関係性／入江幸男 ドイツ観念論と
スピノザの関係／加藤泰史 カントとスピ
ノザ(主義)。 
 
第１１・１２回研究会 ジャン＝クレ・マル
タン講演会（2月 27日大阪大学・3月 1日明
治大学）。「様態とは何か─ドゥルーズの仕事
におけるスピノザの特異性」／「〈エチカ〉
という語は何を意味するのか」。スピノザの
フランス的文脈における現代性が明らかに
された。 
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